
※ 日高市議会では、初当選後２年間は一部事務組合議員になれません 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当選

順位 
議 員 名 

期

数 
党派 役 職 

一部事務組

合議会議員 

１ 田中まどか ５ 無所属   

２ 加藤将伍 １ 無所属 総務福祉常任副委員長 ― 

３ 松尾万葉香 ２ 無所属 総務福祉常任委員長 入間西部衛生 

４ 鈴木健夫 ４ 公明党 議長 入間西部衛生 

５ 三木伸也 ２ 公明党 議会だより編集委員長 広域飯能斎場 

６ 金子 博 ２ 無所属 文教経済常任委員長 埼玉西部消防 

７ 大澤博行 ５ 無所属  入間西部衛生 

８ 和田貴弘 ２ 無所属 副議長 埼玉西部消防 

９ 佐藤 真 ３ 日本共産党  広域飯能斎場 

１０ 横尾貴文 １ 無所属 議会だより編集副委員長 ― 

１１ 山田一繁 ５ 無所属 議会運営副委員長 入間西部衛生 

１２ 成田奈緒子 １ 市民ネット  ― 

１３ 加藤大輔 ２ 無所属 議会運営委員長 入間西部衛生 

１４ 近藤沙織 １ 立憲民主党  ― 

１５ 新井均 １ 無所属 文教経済常任副委員長 ― 

１６ 森崎成喜 ６ 無所属 監査委員 入間西部衛生 

４月23日投開票の日高市議会議員選挙において、1位当選することができました。 

みなさまの負託にこたえられるよう、今期も精一杯がんばります。 

「あなたの悩みがまちの課題です。」どうぞお気軽にご意見ご相談をお寄せください。 
 

復
興
税
が
い
つ
の
ま
に
か 

森
林
環
境
税
に
？ 

市
民
へ
の
周
知
を
！ 

討議資料 
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
機
能

を
ス
マ
ホ
に
搭
載
す
れ
ば
、
ス
マ
ホ
で
各
種

証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か

ら
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
日
高
市
印
鑑
条
例
の
改
正

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
反
対
理
由
は
３
つ
。 

①
費
用
対
効
果
が
低
い
。 

令
和
４
年
度
の
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

数
は
１
４
，
６
５
４
枚
。
そ
の
う
ち
コ
ン
ビ
ニ

交
付
は
１
，
６
０
２
枚
。（
コ
ン
ビ
ニ
利
用
率

は
約
１１
％
）
１
枚
当
た
り
の
発
行
費
用
は 

１
，
９
０
０
円
。
こ
れ
は
令
和
２
年
度
の

１
，
５
０
０
円
よ
り
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

②
利
便
性
と
公
平
性
に
欠
け
る
。 

対
応
機
種
は
当
面
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
み

で
、
ス
マ
ホ
利
用
者
全
体
の
約
５０
％
、
若
年

層
の
約
７０
％
が
使
用
す
る
ア
イ
フ
ォ
ン
の
対

応
時
期
は
未
定
で
、
当
初
か
ら
こ
の
サ
ー
ビ

ス
の
恩
恵
に
預
か
る
人
は
少
な
い
の
で
す
。 

③
安
全
性
に
問
題
あ
り
。 

全
国
で
続
出
し
て
い
る
誤
交
付
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
は
、
カ
ー
ド
の
普
及
を
急
ぎ

過
ぎ
た
政
府
の
失
策
に
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ホ

で
の
利
用
は
、
よ
り
慎
重
に
な
る
べ
き
で
す
。 

こ
の
制
度
の
先
に
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
保
険
証
・
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
や

ス
マ
ホ
へ
の
搭
載
は
、
多
く
の
国
民
に
不
便
・

不
安
を
強
い
る
も
の
で
あ
り
、
税
金
の
使
い

過
ぎ
が
目
に
余
り
ま
す
。
国
は
、
一
度
立
ち
止

ま
っ
て
制
度
じ
た
い
を
見
直
す
べ
き
で
す
。 

 
 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
各
自
治

体
の
防
災
事
業
の
財
源
確
保
の
た
め
、
平
成

２６
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の
均
等
割
に
千

円
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
ま
す
（
市
、
県
で
５

０
０
円
ず
つ
）。 

 
 

こ
の
「
復
興
税
」
は
令
和
５
年
度
で
終
了

し
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
「
森
林
環
境
税
」と

し
て
千
円
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

同
じ
千
円
で
も
、
復
興
税
は
地
方
税
で
自

治
体
で
使
え
ま
し
た
が
、
森
林
環
境
税
は
国

税
で
、
い
っ
た
ん
国
に
入
っ
て
か
ら
、
「
森
林

環
境
譲
与
税
」
と
し
て
各
自
治
体
に
配
分
さ

れ
ま
す
。 

こ
の
税
の
「
付
け
替
え
」
で
、
試
算
で
は
、

日
高
市
の
住
民
税
は
約
１
，
４
０
０
万
円
の

減
収
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
約
１
，
０
０
０

万
円
の
増
収
に
な
り
、
そ
の
差
約
４
０
０
万

円
の
減
収
と
な
り
ま
す
。 

 
 

税
の
目
的
も
課
税
主
体
も
違
う
、
納
税

者
を
欺
く
よ
う
な
税
の
取
り
方
と
減
収
を

理
由
に
反
対
も
考
え
ま
し
た
が
、
森
林
の
保

全
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
特
定
財
源
の
確
保

は
必
要
な
の
で
、
納
税
者
へ
の
周
知
方
法

（
納
税
通
知
に
お
知
ら
せ
を
同
封
な
ど
）
を

確
認
し
て
賛
成
し
ま
し
た
。 

 

国
は
今
後
、
人
口
な
ど
も
加
味
す
る
森
林

環
境
譲
与
税
の
配
分
方
法
を
見
直
し
、
よ

り
森
林
面
積
の
広
い
自
治
体
へ
増
額
す
べ
き

で
す
。 

民主的と言えますか？日高市議会   

― 人 事 ― 
左の表を見れば、当選順位や期数に関係なく、保守

系及び保守系と組んでいる議員、男性議員の優位が明

らかです。人事が密室で決まるのは「伝統」としても、

議員になって16日目の委員会未経験の方が副委員長

に就くなど、妥当な人事といえるでしょうか。 

― 傍聴者軽視 ― 
議会に関心を持って足を運んでくださる傍聴者に

「うるせえ」などと言ったり、傍聴者が入室しないうち

に会議を始めるのはやめていただきたい。 

― 謎ルール ― 
例えば、「質疑・質問は市職員と十分に調整のうえ行

うこと」、「反対討論と賛成討論が揃わないと議会だよ

りに掲載しない」、「議員控室に市民は入れない」など、

目的や理由のわからない『謎ルール』が多く、これらは

二元代表制の意義を低下させ、議員の発言権や市民

の知る権利を侵害しています。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
の 

条
例
改
正
に
反
対 

６
月
議
会
の
ご
報
告 

 



廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
ご
み
の
収
集
、
運

搬
、
処
理
は
市
町
村
の
責
務
で
す
。
し
か
し

ご
み
集
積
所
の
設
置
と
管
理
の
多
く
は
行

政
区
（
自
治
会
）
な
の
で
、
自
治
会
非
加
入

世
帯
の
集
積
所
の
使
用
や
管
理
料
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
が
ち
で
す
。
市
に
は
過

去
３
年
間
に
１１
件
の
相
談
が
あ
り
、
環
境

課
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
対
応
し
た

そ
う
で
す
。
日
高
市
の
自
治
会
加
入
率
は

７７
％
と
高
い
で
す
が
、
今
後
高
齢
を
理
由

に
や
む
を
得
ず
自
治
会
を
抜
け
る
方
も
増

え
、
身
体
的
に
も
ご
み
出
し
が
困
難
に
な
る

方
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
は
「
地
域
お
た

す
け
隊
」
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

全
国
の
先
進
自
治
体
や
近
隣
市
を
参
考
に
、

市
と
し
て
の
支
援
制
度
を
つ
く
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
「
集
積
所
が

遠
く
、
ご
み
捨
て
に
自
動
車
を
使
わ
ざ
る
を

得
な
い
農
村
集
落
地
域
も
あ
り
、
ご
み
出
し

支
援
が
高
齢
化
・
核
家
族
化
社
会
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
効
果
的
な 

支
援
策
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
く
。
」
、
高
齢
化

の
み
な
ら
ず
、
自
治
会

非
加
入
世
帯
の
問
題
も

解
決
で
き
る
戸
別
収
集

に
つ
い
て
は
、「
収
集
運 

搬
費
が
現
在
の
２
～
５ 

倍
（
２
～
５
億
円
）
か
か

る
た
め
、
市
と
し
て
は

あ
ｄ
ｄ 

全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
教
員
不

足
。
日
高
市
で
も
深
刻
で
す
。 

現
在

１１

校
中
５
校
で
教
員
不
足
が
生

じ
、
う
ち
、
教
員
定
数
を
充
た
し
て
い
な
い
学

校
が
２
、
加
配
教
員
数
を
充
た
し
て
い
な
い

学
校
が
４
、
計
６
名
の
不
足
で
す
。
す
で
に
業

務
遂
行
に
影
響
が
出
て
お
り
、
学
習
な
ど
生

徒
へ
の
直
接
的
な
影
響
、
学
校
全
体
の
教
育

水
準
の
低
下
、
不
足
教
員
分
を
負
担
す
る
教

員
の
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

要
因
は
、
教
職
員
の
休
暇
・
休
業
制
度
が

充
実
し
た
こ
と
（
現
在
１９
名
が
産
前
産
後
休

暇
ま
た
は
育
児
休
業
を
取
得
中
。
こ
れ
は
教

員
定
数
２１２
名
の
８．９
％
）
、
特
別
支
援
学
級
の

増
加
（
今
年
度
３１
学
級
）
、
団
塊
の
世
代
の

教
員
の
一
斉
退
職
、
臨
時
的
任
用
教
員
の
登

録
者
数
の
激
減
、
教
員
志
望
者
の
減
少
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。 

教
員
確
保
の
た
め
に
、
教
育
委
員
会
の
担

当
者
が
週
に
何
度
も
県
の
教
育
事
務
所
に
出

向
い
て
臨
時
的
任
用
教
員
の
リ
ス
ト
を
確
認

し
た
り
、
近
隣
市
町
や
都
内
の
教
育
委
員
会 

連絡先：〒350-1255 日高市武蔵台 1-29-2            

ブログ：http://madokatanaka.livedoor.blog/  TEL 090-9003-7344 

フェイスブック：https://www.facebook.com/madoka.tanaka.140    

メールアドレス：madoromi29@hanno.jp 

お気軽にご連絡、ご意見、ご相談ください。 
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集
積
所
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
）
を
維
持
し

た
い
。」
と
の
答
弁
で
し
た
。 

財
政
的
に
難 

し
い
の
は
わ
か 

り
ま
す
が
、
生 

活
す
れ
ば
必
ず 

出
る
ご
み
の
収
集 

は
、
衛
生
、
福
祉
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
重
要
課
題
で
す
。
関
係
部

署
と
連
携
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
早
め
の

対
策
を
考
え
る
べ
き
で
す
。 

 

全
国
で
給
食
の
無
償
化
が
加
速
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
対
策
や
物
価
高
騰
対
策
に
使
え

る
国
の
臨
時
交
付
金
を
利
用
し
て
い
る
自
治

体
も
含
め
、
令
和
４
年
度
に
は
約
２８
％
の
自

治
体
が
無
償
化
し
て
い
ま
す
。 

埼
玉
県
内
で
は
滑
川
町
、
横
瀬
町
、
小
鹿

野
町
、
皆
野
町
、
美
里
町
、
神
川
町
、
東
秩
父

村
が
移
住
定
住
対
策
と
し
て
無
償
化
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
戸
田
市
や
行
田
市
な

ど
都
市
部
で
も
一
部
無
償
化
が
始
ま
り
、
お

隣
の
坂
戸
市
は
完
全
無
償
化
に
踏
み
切
り
ま

し
た
。
交
付
金
が
切
れ
る
来
年
度
以
降
も
市

独
自
で
継
続
す
る
意
向
で
す
。 

本
来
は
、
国
が
質
を
担
保
し
つ
つ
、
全
国
一

律
に
実
施
す
べ
き
で
す
。
し
か
し
自
治
体
間

の
格
差
が
出
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
を
放
置

し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

日
高
市
が
学
校
給
食
を
無
償
化
す
る
に

は
、
食
材
費
に
か
か
る
自
主
財
源
約
２
億
円

が
必
要
で
、
継
続
的
な
自
主
財
源
が
作
れ
な 

  

ど
う
す
る
？
ど
う
な
る
？ 

・
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援 

・
自
治
会
非
加
入
世
帯
の
ご
み 

・
戸
別
収
集
の
可
能
性 

教
員
不
足
の
現
状
と 

児
童
生
徒
へ
の
影
響 

６月議会 田中まどかの一般質問 
市の施策の方針や状況などについて説明を求めたり、議員から市への提案を行うことを一般質問といい

ます。日高市議会では、質問・答弁合わせて一人６０分の持ち時間があります。 

私はこれまで、定例会での一般質問を欠かさず行ってきました。 

へ
の
協
力
依
頼
、
退
職
し
た
教
員
に
直
接
連

絡
、
市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
募
集
な
ど
、
日
々

奔
走
し
て
い
る
様
子
が
答
弁
か
ら
わ
か
り
ま

し
た
。
予
算
は
あ
る
の
に
人
材
が
い
な
い
！

誰
で
も
い
い
か
ら
来
て
！
状
態
で
す
が
、
一

方
で
教
員
採
用
試
験
の
倍
率
も
下
が
り
、
教

員
の
質
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

教
員
不
足
の
解
消
は
市
だ
け
で
は
ど
う
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
国
は
、
教
員
の
働
き
方
、

給
料
体
系
の
見
直
し
に
本
腰
で
取
り
組
み
、

教
員
志
望
者
を
増
や
す 

対
策
を
進
め
て
ほ
し
い 

も
の
で
す
。  

学
校
給
食
の
無
償
化
は 

子
ど
も
の
権
利
保
障 

い
限
り
無
償
化
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
い
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
言
い
方
を
変
え
る
と
学
校
に
拘
束
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。
昼
食
を
提
供
す
る
の
は

当
然
で
あ
り
、
子
ど
も
の
育
つ
権
利
、
学
ぶ

権
利
の
保
障
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

性
的
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
に 

つ
い
て
啓
発
を 

 

グ
ル
ー
ミ
ン
グ
は
、
動
物
の
「
毛
づ
く
ろ
い
」

か
ら
派
生
し
て
、
わ
い
せ
つ
目
的
で
子
ど
も

を
手
な
ず
け
る
行
為
で
す
。
子
ど
も
の
無
知

や
羞
恥
心
、
罪
悪
感
を
利
用
し
ま
す
。
先
の

国
会
で
成
立
し
た
改
正
刑
法
に
も
グ
ル
ー
ミ

ン
グ
罪
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

手
口
と
し
て
は
、
①
公
園
な
ど
で
馴
染
に

な
る
②
教
員
や
保
育
士
な
ど
が
信
頼
関
係

を
利
用
し
て
③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
親
し
く
な
り
、
面

会
や
写
真
を
要
求
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
グ
ル
ー

ミ
ン
グ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

本
当
の
親
切
と
下
心
あ
る 

接
近
の
区
別
は
お
と
な
で 

も
容
易
に
は
つ
き
ま
せ
ん
。 

グ
ル
ー
ミ
ン
グ
に
よ
る
性
被
害
を
受
け
た

子
ど
も
は
、
「
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
理
解

で
き
な
か
っ
た
」
「
い
つ
の
間
に
か
そ
う
な
っ

て
い
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害
者

は
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
件
で
も
わ
か
る
よ
う
に

女
児
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

子
ど
も
た
ち
、
家
庭
、
そ
し
て
被
害
に
気
づ

い
て
あ
げ
ら
れ
る
一
方
、
加
害
者
に
な
る
可

能
性
も
あ
る
教
員
や
保
育
士
へ
の
周
知
を

要
望
し
、
市
は
「
危
険
性
や
被
害
か
ら
身
を

守
る
方
法
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
周
知
・
注

意
喚
起
に
努
め
る
。
」と
回
答
し
ま
し
た
。 

〈性被害の相談窓口〉 

性犯罪被害相談電話全国共通「#8103」 

埼玉県の相談電話「アイリスホットライン」

0120-31-8341 

日高市教育委員会 

日高市子育て応援課 
042-989-2111 


